



















れまでの縁で終わったはずであった。   
修士一年の秋のある日、奥野先生は僕に「君にはすまないが、僕はふるさとの大  
学に移ることになった」とおっしやった。ちなみに、奥野先生は現在三重県伊勢市  




「北村透谷」という作家の研究を始めた。   
「不運は重なる」ということわざがあるように、平岡先生は退官前に他の大学の  
学長として移られることとなった。これが名波先生と僕が深い縁を結ぶ決定的なき  
っかけになった。   
文芸言語研究科の一般文学・比較文学専攻の編入試験を受ける前に僕は名波先生  
を伺った。名波先生は僕の事情を聞いたあと、「僕が応援するから、がんばって  
よ」と簡単におっしやった。 おかげで僕は文芸言語研究科の一般文学・比較文学  
専攻に編入することができ、中世文学を専攻される指導教官を持つ近代文学専攻と  





－7－   
ろう。しかし、二人の先生の学生に対する指導方針は微妙に調和していたと僕は思  
う。こうして批判的で情熱的な指導方針のお陰で、名波先生の下には外国人留学生  
が大勢集まることになった。   
先生は学生指導のために授業以外に「勉強会」をもうけ、学生に論文指導を行  
った。以前、論文作成に苦しんでいた留学生達はその「勉強会」で一生懸命に論文  









が不勉強であるのにもかかわらず、先生は僕に深い関心を持ってくださった。   
先生のお陰で、僕は韓国の大学で日本文学を教えている。今学期は名波先生の  
学部授業で習った『竹取物語』について講義をした。   
僕は今の自身に、名波先生が学生に対してもっていらっしやったような「情  
熱」があるのかと問いかけることがある。僕はただ名波先生のようになるために努  
力しているだけである。   
僕には三人の指導教官がいらっしやったが、名波先生は僕の唯一の指導教官で  
ある。  
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